
 

 

 

 

 

 

 

９月１０日（日）10:00～11:30 赤羽文化センター

第 1 視聴覚室において、９月例会(五十嵐郁子講師指導

の手話学習会)を開催しました。参加者は 25 名でした。 

 

今回の例文（抜粋） 
 

① 1923 年 9 月 1日 11 時 58 分に関東大震災が 

起きました。昼食の支度で火を使っている家が多 

かったので大火災になりました。 

 

表現のポイント 

・語彙を増やす ☞ 「防災」・・・胸前から掌を前に向けて立てた利き手を押し出し、立てた非利

き手の親指と小指の上（手の甲は相手側に向ける）に、利き手の人差し指、

中指、薬指３指で【くくく】を書く。 

 

・読み取りやすい表現を ☞ 数字は正確に表しましょう。9 月 1 日の１は漢数字で表します。 

 

※甚大な被害が発生した関東大震災から、今年 

の９月１日で１００年の節目を迎えました。 

災害は忘れた頃にやってきます。 

「備えあれば患いなし」ですね。 

 

 

 

 

② 2025 年のデフリンピックのエンブレムが決まり、発表されました。 

最終候補 3 つを都内の小中学生が投票し決定しました。 

                             

表現のポイント 

・語彙を増やす ☞「デフリンピック」・・・左右それぞれの親指と人差し指で輪を作る。 

利き手の中指・薬指・小指の指先を上にした輪と非利き手の指先を下にした輪

を重ね、次は上下反対にして非利き手の指先を上にした輪と利き手の指先の

輪を重ねる。 

     

 

 

コミ男 : 10月からNHKの毎週日曜日の夜 8時 45分からのニュースに手話通訳が付くらしいね。 

モア子 : はい。学習の例文に出ていたので知りました。嬉しいニュースですね。 

コミ男 : 手話は一つの言語であるという理解が少しずつ広がっている証（あかし）だね。同時に中途失聴・難

聴者にとっての手話は「コミュニケーション手段の一つ」だという理解も広まればいいね。 

東京 2025 デフリンピックのエンブレム 


